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【一般向け解説概要】

現在，各種試験生物を用いた化学物質

の環境における水質の挙動が生態系

容する酸性河川を調査フィールドとした

査に基づき，酸性水域における環境影響評価
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水性生物調査による酸性河川の環境評価

生物群集調査による酸性河川の環境影響評価
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連絡担当者）】 山形大工・山形大院理工

々木貴史・吉川栄史・玉木優作・原 瑛・曳地和博

山形大学工学部機器分析技術室 〒992-8510 山形県米沢市

Tel.＆FAX:(0238) 26-3383 E-mail: atsushi@yz.yamagata
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々な物質が混在した実際

本研究では，鉱山廃水を受

水生昆虫群集に関する生物群集調

多変量統計的手法等を用いて検討した．
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調査を 2002 年～2011 年の

）．結果から、調査対象

妨げられており、この pH

な群集構造が形成される
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